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＜月例記者会見＞ 

令和 2 年 3 月 3 日（火）14:00～  

 

 

令和 2 年 3 月臨時記者会見 

【 説 明 】 

〔新型コロナウイルス感染拡大防止のため図書館サービスを貸出・返却に限定します〕 

市長  本日から生駒市では幼稚園、小中学校の休校（休園）を実施しております。その間、市民の皆

さんにいかに有意義に過ごして頂くか、また、公共サービスをどうしていくかを感染防止の観点を含め

検討してまいりました。休校、休園措置を行うに当たって、屋外にあまり出ないという状況になってお

ります。多くの自治体では図書館を閉館するということですが、生駒市ではこの間に本を読むというこ

とはとてもいい機会であると考え、既に学校の図書室を開放し、生徒の長期滞在は禁止していますが、

本の貸し出しを行っています。これは他の自治体で余り実施していないと思います。 

これに合わせて、市立の図書館も引き続き開館することを決めました。高齢者の方の利用も多く、多

くの方が長期間、同一空間で過ごされるということは、感染拡大のリスクがありますので、現在のサー

ビス全てを行うのではなく、本の貸出、返却に限定します。長期間の滞在をご遠慮頂くため、新聞、雑

誌を撤去するとともに、それらを読んだりするための椅子、ソファーは撤去します。また、接触による

感染を防止するため利用者端末、インターネットの利用を中止します。生駒駅前図書室の読書カフェは

閉鎖します。その他館内のこまめな換気と図書館入口にはアルコール消毒液を設置します。図書館は市

民の方に利用して頂くのが原則ですが、近隣自治体の図書館が閉館しているので、生駒市外の方が来ら

れて新聞を見るなど長期滞在するのも防ぐことが出来ます。この間は読書推進のチャンスでもあり、通

常 2 週間の貸出期間を 4 週間に延長します。また、1 月末に図書館のホームページをリニューアルし、

いろんな便利な機能が追加されておりますので、この際しっかり PR をしていきたいと思います。「今だ

から読んでほしい図書館おすすめ本コーナー」を設置するともに、各年齢ごとにふさわしい本を選んで

頂くために、年齢別のブックリストを作成し、特に子供たちにお勧めしたいと思っております。また、

各年齢の応じておすすめ本の「福袋」を設置しました。大変な状況ですが、読書推進の一つのきっかけ

になればと考えております。また、インターネットの予約もできますので、お待たせせず、本を借り入

れすることが出来ます。図書館を閉館するという選択肢もありますが、家にいる期間が長くなりますの

で、本を読んで頂くという機会を確保するため、取り組みを考えたものです。 

 

〔会場での説明会を中止し、動画による説明会、質疑応答を実施します～令和 3 年 4 月 1 日採用予定 

職員採用試験説明会〕 

市長  生駒市では職員採用に力を入れており、先進的な取組も実施し、人気自治体として 10 人以上採

用する自治体の中では、応募者の倍率も全国でトップであり、いろんな行政関係の雑誌等の特集された

り、他自治体からもたくさん視察等を受けているような状況です。その取り組みの柱の一つとして、毎

年 3 月中旬に採用説明会を行い、私のプレゼンテーションを行うとともに、質疑応答では、全ての質問

に対して市長が直接答えるということを行ってまいりました。その他、いろんな部署の職員が仕事の面

白さや大変さを直接紹介するブースを設けて説明を行っております。全国で一番早く、4 月 1 日に採用

プロセスを開始しており、3 月のこのセミナーはとても大切に考えております。しかし、説明会の会場
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には何百人も希望者が集まり、感染拡大のリスクがありますので、会場での説明会を中止することにな

りました。ただし、受験生に対して生駒市を詳しく説明する機会を無くしたくないという思いから、そ

の代替措置として、私のプレゼンテーションの動画を作成し、3月12日にホームページ上に公開します。

また、その動画を見て頂いての質問をメール等で受け付けし、その全ての質問に対する私からの回答を

動画で作成し、3 月下旬に公開をします。こういう非常事態ですが、市の姿勢をしっかり示し、生駒市

で求める人材とか、仕事のやりがいを伝えられないということは避けたいと思っております。最近民間

企業などでは、リアルタイム配信というのもありますが、参加人数に制限があったり、全ての質問に答

えるということも困難なので、時間差をおいても全ての質問に答えるということで動画を配信していき

たいと考えております。 

 

〔新型コロナウイルス感染症に関する市民と事業者への支援〕 

市長  新型コロナウイルス感染に関する、中小企業や小規模事業者に対する支援についてですが、既

に国から発表されているもので、資金繰りや経営環境が非常に悪化している事業者に対しての特別措置

ということで、「セーフネット保証第 4 号」という認定を受けて、融資を受けられるとか、支援をすると

いう制度があります。生駒市では、商工観光課で昨日からこれらの相談の受付を開始しており、事業者

の皆さんにも発信をしておりますので報告させて頂きます。生駒市商工会議所でも、新型コロナウイル

ス感染に関する中小企業等への相談窓口を設置しています。 

 その他、臨時休校に伴う子育てサポートや教育支援に関して、情報発信をする拠点を作ります。コロ

ナウイルスで休校措置がとられて、子どもが家庭にいる時間をどうしていくか、また、学び、体力づく

りなど有意義に過ごしてほしいということと、子育てや家事の負担が増加する中いかに支援をし、軽減

していくかが大切であると考えています。民間でもこれらについて様々なサービスを無料で提供したり、

安価で支援したりという有益な情報がインターネット上に大量に出ている状況です。それらを生駒市の

公式のフェイスブック「good cycle ikoma」から発信し、また、市民の皆さんからの情報集約などをし

ていきたいと考えております。例えば、子育てサポートでは、生駒市が連携協定している株式会社 AsMama

の子育てシェアサービスで金銭的なサポートをしながらの支援ですとか、家事支援サービスのシェアリ

ングエコノミーのタスカジが特別なサービスをしてもらうとかで使いやすい形でサービスを提供してい

るということの情報提供をします。また、経済産業省が「学びを止めない未来の教室」、文部科学省では

ポータルサイトで、休業支援に関する民間事業者のサービスや学び等についての情報発信するページを

整理していますのでそれらのご紹介をしています。「いこま育児ネット」でも子育て家庭に役立つ情報を

収集しておりますので、ご紹介をしています。その他、民間事業者が持つ、ネットで読める児童書の無

料配信や「N 高等学校」というネットでの無料予備校や学習教材の無償提供など様々な情報提供をして

おりますので、それらをまとめて活用して頂くというものです。市と市民が双方情報等を発信し、市民

の方々には必要な情報を取捨選択してもらい、この大変な状況を乗り切っていきたいと考えております。 

 

【 質疑応答 】 

記者  図書館の椅子、ソファー等の撤去は今日からですか。 

市長  今日アナウンスをして、明日（３月４日）からになります。撤去できない部分は張り紙等で対

応するものもあります。 

記者  生駒市の図書館と図書室は全部でいくつですか。 
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図書館長  図書館は 3 館で、図書室は駅前と鹿ノ台の 2 室です。 

記者  長時間滞在してもらわないということですが、例えば 30 分以上滞在されたら声掛けなどをす

るのですか。 

市長  館内に長期滞在を遠慮して頂くよう張り紙をします。借りるのに時間がかかるケースもあり、

難しいところですが、余りにも長くなるとお声をかける場合もあると思います。 

図書館長  1 時間ごとに館内放送をする予定です。 

記者  アルコール消毒は設置するとのことですが、入り口でマスクをされてない方に呼びかけすると

か、マスクを配布する予定はありますか。 

市長  マスクの配布までは考えていませんが、状況を見て必要なら配布も検討します。咳がひどい方

は別ですが、現段階ではマスクをしていない方への入館拒否まではしません。 

記者  一回に借りられる本は何冊までですか。 

図書館長  12 冊です。 

市長  一人で 12 冊なので、ご家庭で複数いれば各人数ごとに借りれます。これを機会に図書カード

を作ってもらえればとも考えています。 

記者  本以外に DVD や CD も借りれますか。 

図書館長  紙ベースのものだけです。 

記者  図書の貸出は増えましたか。 

図書館長  図書館が休館になるかもしれないということを心配した方もおられたようで、来館者は増

えましたが、現在は落ち着いています。 

記者  休館に対してはどのような声が多かったのでしょうか。 

図書館長  休館を心配しての問い合わせはたくさん頂きました。 

記者  市民からの問い合わせを一元化して対応するということを考えていますか。 

市長  図書館のように所管する部署が分かりやすいところは直接問い合わせされると思いますが、所

管が分からないときは市役所の代表番号に問い合わせ頂ければ割り振りをします。ただ、総合的に問い

合わせたいときなどもあり、一元的に対応できるような窓口が必要かどうかは検討はしたいと思います。 

記者  中小企業・小規模事業者に対する支援ですが、国の施策を代行して行うということですか。 

担当課長  国の制度に関して、認定するのが各市町村となっています。 

記者  図書の貸出を 4 週間に延長するのは 2 月 29 日からですか。 

図書館長  はいそうです。 

記者  28 日以前に借りたものは 2 週間で返さなければいけないということですね。 

図書館長  はい。ただし、電話やインターネットで申し込める貸出延長の制度はあります。 

記者  読書カフェの閉鎖も 3 月 4 日からですか。 

図書館長  はいそうです。 

記者  本を借りられるのは生駒市民だけですか。 

図書館長  生駒市で在住、在勤、在学の方と包括協定を結んでいる平群町に在住の方、その他、生駒

市にふるさと納税をして頂いた方です。 

記者  市外の方が長期滞在されるのを避けるということですね。 

市長  長期滞在につていては、市民も含めて全部です。本の閲覧には時間がかかることもありますが、

こういう状況ですので、ご遠慮頂きたいと考えております。 
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記者  図書館の開館時間を短くする考えはありますか。 

今のところは通常どおりと考えております。 

記者  今日から学校は休校ですが、学校の図書室はどのような利用状況ですか。 

市長  まだ把握しておりません。 

 

（その他の質問） 

質問なし 

                                         （了） 

 


